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懐 し く も わが 市 民 の 頭上 に 八 え て ゐる 。 寛 眞 ( 上 岡 ) ば 宮城 二 重 満 。 て 下 圏 ) は 大 柄 公 の 鋼 儀 。 


霞 開 一 党 の 官 街 街 


この 全曲 は 「 お 役所 の 東京 」 な 一 隆 の 禅 に 収 ゆ た も の で ある 。 復興 の 東京 は 中 央 官 賜 た 優 ヶ 開 一 帯 の 地域 に 纏 め る 計 書 で 蒼 々 と 針 築 工事 [進ん で ゐる 。 

鷹 眞 右 頁 前 方 が 日 比 谷 公園 の 一 部 で 新 理 峡 堂 が 見 え る 。 中 央 の 建物 東京 画 裁 別所 で 、 そ の 後 に は 司法 省 、 司法 犬 臣 宜 邸 、 大 審 院 、 控 訴 院 、 地 方 裁 別 所 ょ 検事 局 
が あり 、 有 端 ば 診 課 本 部 か ら 三 宅 坂 、 こ ゝ に 際 軍 省 、 机 還 門外 の 警 激 訂 建 築 場 が あ る 。 

有 頁 に 達 つ て 左 買 を 眺め る ょ 、 前 方 右 が 東京 日 比 谷 園 書 偽 、 中 央 の 道路 な 中 心 に 有 に 秀 え る 鐵 庄 が 
り ヽ 中 央 の 大 建築 が 新 議事 堂 で わる 。 海軍 省 の 前 側 に 外務 省 が ある 。 道路 の 頑 側 は 現在 の 貴 乗 十 議院 


海軍 省 の 大 アン テ ナ で 、 その 下 に 海軍 省 、 貴 乗 雨 院 議長 宜 金 が あ 
で ある 。 


日 本 の 政治 は こ ょ か ら 生 れる 


The many Government O 拓 ces in the tract of Kasumigaseki. ヶ 7g// ヵ gge: The 
Hibiya mnusical hall and the Court houses. /e77 ヵ 29e: 2 の Pc7-77g77 The new Houses 
of the Dist under construction and the antenna tower of the Naval Department : ) 
27779e7-77777 The Hibiya Library. /z77 zog7 の , he Houses of the Diet. 


昌明 


春秋 の 花祭り に 、 和 近代 的 庭園 美 に 新 薔 混 洋 の 日 比 谷 公園 


5 Me 


本 日 比 谷 公園 は 苦 か ら 上 野 、 芝 、 江 草 等 と 共 | ち 
he cranes fountain in HIDI74 を と げた が 、 中 で も 近代 都市 の 庭園 美 な 傘 抑 し て ゐる も の は 日 比 谷 
を one ot the four large parks 近代 スポ ー ツ の 妖 彫 た を 見 得 べ く 、 泰 は 花 至 り 、 秋 は 菊花 の 展覧 に 、 
in Tokyo. 央 に ある お な じみ の 稚 の 路 水 。 


て 
で : う 。 丸の内 の 會 古 員 の 野球 庭 球 等 、 
な が ら の 日 比 谷 公園 を 表す 。 筑 眞 ば 公園 の 中 


ーッ 


NMR 


rt 3 


| A distant view of Maruno- 日 比 谷 伏 園 の 一 角 に た て られ か た 東京 市 公 會 堂 か ら 日 比 谷 、 丸ノ内 方 面 を みた 所 、 近 曲 の 中 内 の 麻 場 の 
hi fm HHib Part 谷 公園 傘 音 挙 堂 、 右 方 に 容 集 する 大 建築 昭和 ビル 、 時 事 新 巻 入 、 郵 船 ビル 、 海 上 ピル ヽ 丸ビル 等 、 答 
5 7 越し て みえ る バラ ツク に 拘 江 騰 偶 合 o 


= 机 は 日 比 


堂 分 は バラ ツク て で 我慢 する 現 議事 党 ] 


4 f 社 0 an 半 町 内 幸 町 の 一 角 な た な しめて ゐる 、 世 に これ を 日 比 谷 座 と 広 ふ 。 立 麺 り と 陰謀 専 門 の 大 劇場 で わる ・…… 僅 と 云 つ て 
*he Honses of the Diet an 人 人 7 ナー ク の ま ょ ゝ で 、 
th 1 i iet. 毎年 一 回 の 議 信 は 信 で も 此 虎 で 開か れる 。「 居 鹿野 郎 」 呼 ば りや 、 怪 し げ か 半 獄 事件 等 を 起き な い 様 に さ へ すれ ば 
e convoked Imperial Diet バラ ッ ク で も な ん で も 立派 な 國 合 議事 堂 た る を 失 は な い の だ が ・…・。 N 


「 世 界 に 誇 る 建築 中 の 新 議 事 導 


Th も he Di の ク で は ども コ 」 と 云 ふ の で 全 や 盛ん に 夫 り に 独 造 中 の 
1e new Houses of t et 事 堂 が こ 集 吉 は 三 千 高 還 、 鐵 骨 と 御 2 リー ト で 固め た か ッ シ シリ {か た 造 
人 二 iu に 目 雇 EHPFY 2 で 人 h 攻 の 謗 合 か ら は 人 重用 する 事 が 員 
來 る ょ 云 ふ が 、 容れ 物 ば か り ょ く て も 中 味 の 議員 さん 等 が さて どん な も ら の 


eg7・ 上 he ofhcial residence ォ ラ が 省 和 で 名 を 次 つた 夏 田 中 義一 男 が 内 閣 綿 理大 区 た り し 項 、 前 の 首相 官民 が きた な く 
Pi 3 に た の が この : ミ ン 香 多 : 『 条 7 


た ょ 云 ふ の で 鶏 町 
5 ユ 


7 の に 
of the Prime minister. 永田 町 に 立て モ ゲ ー ン 菅 邸 だ 。 外 根 内 部 共に 清酒 た る モ ゲ ー ン 建築 、 竣 成 し た の が 昭和 三 午 の 慕 、 し ば 
9e7・ The Pri minister's らく は 「 オ ラ が 首相 」 が い ゝ 気持 で ふん ぞ で つて ゐ た が 、 そ の 内 に 失政 績 出 で 到 頭 田中 内 閣 潰 滅 、 全 で は 取 つ て 代 つ 
om im the residence. た ライ オン 首相 が この 官邸 に 落 付 いて ゐる 。 (上 圏 が モダ ゲージ 官 政 の 外 首 、 下 は 綿 理 大 臣 室 の 一 部 。) 


る o 


列 を な し て 此 席 へ 押し か け 


好 ん だ 闘 議 室 の 彫 卓 。 


( 諾 彫 ) が 官邸 の 去 開 大 ホー ル 、 主 は 問 つ た が 相手 ば 妖 ら 訪問 客 、 毎日 の 様 | 


( 右 圏 ) 印 中 首相 が 「 含 議 は すべ て 彫 洋 が モ ュ ラッ 」 と ば か り 大 [ 
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7g77, the hall: 


Premier's 


The 
deC1CG 


The government ofhces quarters 肝 町 の 永田 町 か ら 此 の 内 幸 町 一 級 は 東京 の 官 衛 街 。 吐 朱 雨 議院 を た はじめ 、 各 官 省 が 半 び が た つて ゐる 。 息 眞 の 前 方 
in the City,。from UchisaiWaicho に 見 える 高層 な 建物 は 新 に 出来 た 東京 市 公 食堂 、 天 な 吐い て 三 本 健 立 す る 大 アン テ ナ は 海軍 省 の アン テ ナ 、 正面 の 
fo Kasumigaseki. は ば る か * 彼 方 に 薄く みえ る 建物 ば 建築 中 の 新 議事 堂 、 右 方 に みえ る 丸い ドー スム 日 頭 光 取 壊し に 決定 し た 特 麗 肛 で わる 。 


modern style: its porch and 外人 和 客 模 手 の 唯一 の 代表 的 ホテ シル と し て は 外観 ば 此 羽 で は な い が 、 モダ ゲー ンジ 針 築 の 先 訪 を 和合 し た 米 人 う 
計 で 、 兎 に 角 洋 風 に 東洋 趣味 を 交 へ た ょ ころ が 面 自 い 。 十 正 彫 も 奮 牙 すれ ば 一 泊 し て ホテ ル 無 分 に 酔 ふ 


The Imperial Hotel in a 東京 京 市 公 會 堂 な 見 て 日 比 谷 公園 の 正門 を 出る と 、 直 で ぐ 前 に 異様 な 建築 が 目 に 入る 。 これ が 名 物 の 帝國 ホテ ル ぃ ヽ 
T 
interior. る 。 (上 剛 は 正面 支 開 、 下 彫 は その 内 部 ) 1 


岬 間 肝 HH 


7e77・ The 1mperial 
Theatre. 区 面 
77777・ The Tskye all. 5 同 者 ツン 
6267・ 上 he drinkine fountain の に で 座 は 
と 理 丸 

at Balhasaki. 5 
近 優 る 次 の 

な 優る 

祭 臣 6 内 
の 出 く の 
ー 本 
x:。| こ 玲 記 
本 | 
容 66 未 劇 
に 外伝 の 因 
ヽ 國 劇 大 祥 


東京 市 役所 の 上 空 か ら 見 た 東京 騨 附近 


匠 放電 mm 
Di 人 


An aceroview from the City この 國 東京 市 役所 の 上 発 か ら 東 京 弾 附近 、 眞 下 が 東京 市 役所 、 策 眞 を 上 下 に 概 切 る 線 が 鐵道 線路 、 
O 抽 ce to Tskyo Station, E 場 、 そ の 右 は 鍛冶 橋 、 下 の 堪 方 は 丸 内 の ビル デイ ング ゲ 街 で ある 。 


IMBINGIMUI IM 
RIN 
WW) WM (中 MMLNIRMMMMMNIMUIAUMMULIMN 1 


WW すす #W WWW 


0 放す 人 の 三 威 ヶ 原 に 、 辰 野 金 知 朝 圭 の 設計 で 建築 きれ た の が ド 、 出 来 僅か 十 有 修 年 の 間 に 三 菱 ヶ 原 は 見 る 見 ろう 5 に 大 % 
な ら 、 充 2 て ゐる の が 還 タ ク ヽ 大 の 角 が 三菱 の 綴 細 する 丸の内 ば ル デ イ ジグ *。 この で 人 2 ラ 生 が 人 


) 雪 


て 下 客 、 省 線 電車 で 通勤 の サラ 0 モレ な メッ その 人 の 滋 を 縫 つ て 邊 1 * 締 f 赤 自 動車 、 下 米 の 


に 各々 の 店 ま 乗せ て 行 つ て くれ る 。 


(e げ 7 ヵ jge6 Tokyo Station, the en'rance of the Cspital. and taxicnbs crowded in rows. 
7 の 97 の ge 一 の か 7-77777。 the Marunoucti Bilding and other Houses: pe7-/e ガ , the 
Central Post-ofice under construction: ze the autobus-stop. 


放 客 の 垢 ょ 、 瑛 を 洗 ふ で く 、 室 に ーー 用 浴場 が あ 
呈 和 pn Ms の 人 | [代表 他 eu 半 これ カ し 細 入 する る に は 和 滞 の の 委 人 * 注 ざこ まれ て ゐる と いふ 。 夫 、 人 
PH 國 人 0 げ こ で ょ 人 券 が 飛び 測 す 仕掛 け 、 これ な ら 便 利 至 能 で す 、 追 均一 間 の 乗車 券 獲 真 用 に 


旭 の 内 の 代表 的 ビル デイ ング 


導 衣 0 
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i 項 拓 章 明 
UMUM ill WW MI Ni 
rl 際 時 町 HL 


の 0e ケ た ー が 1762 TSE DLSEMRORGHG 「 。C ト DE: 丸の内 ビル ディ ング ゲ 、 了 屈 地 三 千 作 青 二 十 一 埋 、 この ピル の 通勤 者 約 四 二名 、 事 務 所 敷 三 吾 太 十 一 、 と 


Building. 7e7:。 The boulevard 
in front of Tekyo Station. ゝ に か が く 一 小 市 街 を 呈し て ゐる 。 (上 左 ) 丸 の 内 の 行幸 道路 、 右 は 郵船 ビル 、 充 は 海上 ビル 。 ( 下 右 う は 海上 ビル 。 C 下 左 ) 


7e ケ 一 76777・ The Kaije Build- 
ing. 7 が: The Yisen Building, に 革 想 ビル o 


| 0 


1 


っ 


Owari-cho, the centre.of Ginza 銀座 通り の 中 心 一 一 新橋 方 面 か ら 


uo 


と ゝ 日 比 信 か ら 、 和 集 地 か ら と 、 集 注 す る 人 の 波 と 電車 、 自 動車 の 列 が この 一 四 で 
Street。 が ヤ か と 近代 都 會 の 交響 行進 向 の 最高 湖 を 春 す る の だ か ら 、 賑 や か と いふ か 八 多 の と いふ あい 兎 に 角 銀 座 尾張 
箱 を 知ら な けれ ば 東京 の 中 心 を 語る こと は 出來 な い 。 息 眞 は 仁 聞 の 提 影 だ が 、 夜 間 に そ の 渦 面 日 た 低 揮 する 。 


銀 麻 よ り 京 横 Ye 


人 view of Kyobashi quarters 東京 の 心臓 た る 銀座 街 か ら 京橋 方 面 を 逆 ん だ 光景 。 
from Ginza Street. > 


The two large Cafes at Ginza : 
749775 "Hger": 7/e7。 “Black 
(GE 


=ー 


東京 な 語る $ も の ば カフ ェ ー を 知ら わ ば な ら め 。 況 ん や 1930 年 の 新 東京 な を 語 5 ん ょ する も の に 於 て を や ・…‥・ で あら 

う 。 彼 の 女 給 諸 尋 が 「 泣 いて 笑 つ て な ん とか 」 と や る せな い 、 関 々 の 情 な 肉 つ て みせ た り ) お が 90RPZ 

ぢ や た ま ら な い ・ .」 と 総 の 大 見 得 を 切る 所 に 近代 人 の 性 格 た 、 生 活 ・ 、 式 は 又 葵 問 ? を 表し て ゐる の ぢ や 

江 2 (大 回 内 ) は 銀座 カフ エー タイ が ー の 内 部 。 ( 諾 ) は 同じ く ク ロ ネ ュ の 二階 お 等 の 眞 公 た し た 様 な 
! 味 | に 


都 會 人 の 近代 生活 を 物 


ゃ 


演 が つか な い 。 


中 


犬 小 と = り ま で て どれ だ け あ る か ーー 二見 1 先 づ 銀座 区 と し - 
ーー 待 と 大 約 紹 介する 光 で も 大 分 手間 が と れる 。 そ まつ た 。 人 


か フェー が 立 泊 な 浴場 所 に な つ 


こ あ る カフ ェ ー の 肖 ょ と 云 つた ら 、 
オン 、 ダ タイ が ー、 クロネコ 、 デ ジン ドラ 
) 敷 は また 大 遂 だ 53o 今 は も 5 符合 輝 な する 時 む や か な い 、 
下 無 衣 さ う で ある 。 女 給 筆 議 が 妃 り さき US た り 、 克 表 肛 の 風紀 取 。 
ト ュ (一 階 人 イナ イイ ナイ バー の 部 )。 ( 諾 う は 内 郭 。 


Cafe Black Cat: 7 力 The in- 


77977。 The entry. 産 乃 に と つて は 殺 更 


産 階 癌 
> 光 に カフ ェ ー[ に に は 不遇 気 が な いと 雲 ふ 。 ( 有 有 ) は クロ ネ ュ (に 


terior : 


新橋 塁 よ り 有 業 町 方 面 
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ーー WI Y 
ーー 員 


Ysraku-cha quarters, viewed 品川 を 過ぎ れ ば 東京 だ が 、 東 京 の 核心 に 朋 れ る の は 新橋 民 た 過ぎ て か ら で あ る 。 この 息 貰 の あたり 、 蒼 外 漆 に 洛 | 
from Shimbashi Station. っ が 両 人 線路 の 有 方 は 新橋 か ら 銀 座 、 新橋 項 彼 の 根 搬 地 も この 間近 に ある 。 左側 は 有人 町 、 内 率 町 日比谷 方 面 | 
に 』 


日 比 谷 方 面 よ 
癌 


り 数 寄 屋 橋 を 望む 


Sukiya bridge, viewed from 
Hibiya.、 The left building is the 
Tokyo Asahi Shimbun of 大 ce. 


日 比 谷 公園 か ら 銀 座 街 へ 出 で よ 3) と すれ ば 、 で で ひ ょ も 畑 寄 屋 枯 を 渡ら な けれ ば な ら な い 。 
つた と ころ 、 信 は 東京 朝日 新聞 往 の 近代 的 建 貧 が 枚 星 に 例え て ゐる 。 
地方 面 に 至る の で ある 。 


昔 け 衣 寄 屋 橋 御門 の あ 
この 街路 を 賀 直ぐ に 進め ば 銀座 尾張 町 を 経て 


The two great Department- 
stores at Ginza: 7jg7/ the Ma- 
tsusakaya: /e77 the Matsuya. 


銀座 街 の 二天 デパ ー ト 、 松 屋 と 松坂 屋 


( 右 ) 銀座 の 松坂 
() 松屋 。 銀 M 
出す る や 勇 政 


- 野 の 本 店 と 相 呼 


『 し て な か な か の 成 寺 な 間 げ て ね る 。 


と い へ ば 東京 デバ ー ト 虹 の 流行 見 で も る 。 岩 秋 前 守田 全 川 杖 で 鳴 5 し た も の 、 銀座 に 進 


劇 り が 見 事 に 奏功 し て 銀座 と い へ ば 上 直ぐ に 人 屋 を 騰 氏 きせ る ほど 重 血 


ナ 。 
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存在 と: な つて る る 。 


の .、 全 
eg. ガ AL 20 ず 3 / Ki NN 1 い 
The bustling Strect of Ginza, 銀座 一 一 銀座 - 一 これ が 和 帝都 の 心臓 で 、 こ の 心臓 か ら モ ゲー ン と いふ 血 光 を 盛ん に 全 東 京 に 送 つ て ゐる 。 万 張 
extending from Shimbashi to 町 を 中 心 と し て 新橋 か ら 京橋 まで の 堪 有 雨 側 、 商 店 に カフ ェ ー に バー に 、 各々 装 ひ を 話し て 容 を 待つ ー 牌 くも の 
は 電車 、 自 動車 、#ー ト バイ 、 旭 音 警笛 、 交 遂 理 の 進め 止 れ 」 で 押す な 押す な と 走り 邊 く 。 これ に 人 間 の 波 、 男 


| Kyobashi ょ 女 と 、 新 し い の 十 い の ょ と 、 ま あ 東 京 の 行進 昌 は 奏で られ る 。 


The 
Yotsuya. 


“Kokka ? dance hall at 


鹿 鳴 人 か ら 五 十 年 、 盛 らち に な つた ダン ス ホ ー ル 


ダン ス ホ ー ル の 歴史 を 湖 れ ば 随分 古い 事 に な る 。 念 で は シッ クチ ャ の お る ん に な つて し まつ て 較 廊 如 療 吹 と か 
な ん と か 玩 勝 らし い 事 を な 云 つて ゐる 彼 の 下 男 メメ 老女 第 が 、 往 時 豊浦 な り し 挫 購 に 、 沙 杭 色 か な に か の ドレ ッ ス な 
ま ょ の ヽ 敷 多 の 貴 題 紳士 を 相手 に 踊り 狂 つ た 所 が 記 鳴 依 ( 全 の 華族 會 館 ) だ 。 そ れ か ら 訂 秋 五 十 年 、 そ の 営 時 ば 純 士 泊 
女 で な けれ ば 出来 相 に も な か つた ダン ジス が 、1930 年 の 含 日 で は 猫 も 本 子 も ダン ス だ 。 ダ ンス の 一 つも 出来 な けれ ば 
ダン ポー イグ ゲル ー プ の 風下 へ も 赴 か れ ぬ と 云 ふ 世の中 に な つて し まつ た 。(C こ れ は 、 四 谷 の 較 華 分 シス ホー ル ) 


The “Union 


Ningyo-ckG. 


dance hall at 


モ ボ ポ 、 モ ガ の 歌 業 卿 た る ダン スポ ー ル 


ダン ス 流 行 の 世の中 だ か ら ダ ンス ホー ル は 方 々 に 出來 た 。 東京 に 於 る 代表 的 な も の を 塁 げ れ ば 此 席 に 掲げ た 人 形 


町 日 鮮 ば と の ユニ オン ダン ジス ホ ー ル 、 日 相生 生 代田 ビル の ダン シス ホ ー ル 、 滋 谷 の 斉 業 等 その 他 敷 十 軒 の 犬 小 ダ ンス 
ホー ル が ある 。 そ 集 る モ ポ 、 モ が は 叉 敷 知れ な い 。 入場 券 た な 買 つて 中 に 入る 、 そ し て 握 に 入 つ た ダン サー と 腕 を 
組ん ム で アデ ヤズ に っ 踊る 事 十分 、 レ ュー ド な ら 6 ば 一 廻り 症 銭 、 これ で 充分 に 近代 的 アデ ヤズ 気分 が 味 へ な いと っ 
な ら 5 は 何 回 で も お 望み 次 第 。 ソー ダ 水 一 杯 に 疲れ た 峠 を 休め あな が ら 他 の 人 の 踊る の を みて ダシ ジス ホー ャ ル 気分 に 陶 了 本 
する の も ょ か ら う 5。 但し 、 あ ば ずれ も の ょ ダシ サー に だ まさ れ め ぬ 様 御 川 心 。 


京 橋 の 交 叉 畔 


橋 ょ し て の 京 は 近代 の が で は 人 細 な 存在 と 
た 。 右手 ば 財界 の 論客 矢野 恒 太 氏 の 経 辻 す 
第 一 の 高き と され て ゐる o 


The crossing at Kyobashi: 日 本 橋 に 次 ぎ 閣 る 1 の 1 
47/// The First Mnatual Build- 去 つ - の つた で 宮入 の 直し い の 導 及 の こ 呈 4 2 レン 
1Dgr る 第 一 相互 どん 、 地 上 百 二 - 尺 の 高 塔 ば 新 誠 事 堂 の 出現 する まで は 東都 第 一 


が 立つ て ゐる 位 だ か ら 、 東京 の 中 心 は 日 本 橋 とし た い の だ が 、 現 念 で は 里程 は 兎 に 角 日 本 
準 い 。 お 江戸 日 本 橋 時 代 か ら の 導 千 と 共に 歴 昌 の 中 で の み 肩 を 張る の で な いか 、 し か し ゝ 
毒 司 屋 の の れん を くぐる も 一 興 で あら う 。 


The bridge of Nihombashi, 日 本 柱 の 側 に 里程 原 標 
the ancient starting-point to all 橋 は 東京 の 中 心 と は いび 
directions of Japan 何と いつ て も 日本橋 、 三越 へ 行く 前 に 魚 河 央 の 無き 跡 の 
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The outward appearance and 東京 の 劇場 で は な ん ょ 広 つて 歌舞 伎 座 が 一 番 大 江 7 よ 川 
1 9 8 B AN 1 8 b ま 人 区 座 が 一 番 大 きく 立派 だ { 純 日 本 式 建 築 で 若 土 芝居 小屋 の 形 川 
0 NE 人 すう ド 0 り 一 流 ワー は て 和 レ た か り て お 失意 ら 交 度 な 上 | が 1 和 6 の 所 で 大 | 
Meifiza Th 1 2 - で ヽ mz 3 介 あり ドム 生け N9 か な け な い 様 ざ o (a 愉 歌舞 伝 座 1 は プ げ ュ ょ トリ) 本: EN 川 | 

of the NMeijiza Theatre. の 及 下 。 (左下 > 歌 押 公 座 失 不 席 。 C 有 下 剛 日 本 柄 久 補 町 の 浴 大 計 間 語 の 外 開 c。 (た 上 ) 了 孝和 M 


The interiors of the Meijiza 。( 騰 ) は 久松 町 明治 座 の 休息 室 。 て た) が 廊下 、 茅 居 の 廊下 に は な 如き ん 汗 の 自 い 宮 足 や 、 可愛い げ な 企 玉 の 所 


袖 が いつ も ナラ フチ ラ と 憎 し げ な 索 和 
人 様 だ 。 芝居 た み に き た の か 衣裳 を みせ に 來 た な の か わか ら な い 様 な 、 イ ト 
芝居 の 廊下 は 得意 の 壇上 で あろ 。 ( 後 の 祥 眞 ) は 胃 治 座 の 観 賢 席 全 昌 。 


り も 基 間 の 廊下 に 多く それ な 見 出せ る 


肖 5W 
も あでやか な 奥さん や お 嬢 きん の 管 に も ヽ 


AA certain 


beauty-doctors. 


beauty-shop 


and 


女 で 1、 一旦 美 容 術 を 受け れ ば 可 成り 見 直せ る 。 それ が 一 週間 位 は 持つ と 云 ふ 
の だ か ら 便 利 だ 。 そ の 代り 一 回 の 美容 料 は 安い 所 で 二 賠 位 、 お 嫁入り の 時 は 美容 術 は 云 ふ に 及ば ず 間 付 まで す つ か 
り 別 受 ける 所 も ある 。 東京 で 有名 な 美容 院 は 、 山 野 千 校 子女 昌 の 丸の内 美容 院 、 メイ 牛山 女 則 の ハム リッ タッ ツ ド 等 を 初 
め 表 十 軒 、 何 れ も 商 資 葉 上 と ある 。 


頭 だ け は 承知 出来 な く な つて 、 衝 澤 友 御 頑 人 だ と 三 日 に ち げす この 美容 院 へ 御 通 ひ に な る 。 それ が 及 不思議 に 美 し 
く な る 、 い くら お 化 の 様 な 顔 を し た 容 


越 を 中 心 に 眺め た 日 本 橋 界 隈 


見 える の が 飛行 機 の 多 。 本 


An aeroview of Nihombashi, 東京 も 購 へ 佐 へ と 伸び た と この 飛行 機 鳥 筑 、 建 と は 云 び 難 い 。 それ は 
with the Mitsnkoshi at the centre. 大 橋 に 至る 1 の 。 中 央 の 大 f 


敵 講 | 
IIIMIIIHIIH | 
TP ニニ 


し 


要項 更 汽 . 
MI ー 


まで FTA 


いい 
RSS 民 


の 


4//e7・ The Bank of Japan. 上 剛 は 日 本 の 財布 を 一 手 に 引受 ける 日 本 銀行 、 場所 は ば 日本橋 司 駿河 町 、 その 他 ば 敢 て 誕 攻 する まで も あろ る まい 。 
42dez- 77777・ 。 The Mitsukoshi 下 賠 有 有 は 日 本 橋 室 町 日 本 -- の デパ ペー トメ ント 株 式 會 年 三越 、 越後 屋 異 服 店 の 昔 か ら 三 井 、 三 越 と 名 は 幾 れれ ども 依然 
Dept. 7e 放 。 The large safe of と し て 東京 人 に は 切 つ て も 切れ ぬお 馴染 、 今 で は 全 國 的 の お 馴染 で ある 。 . 下 園 左 ば 三越 の 隣 に 新築 され た 三井 銀行 
the Mitsui Bank. の 大 金庫 で 、 中 が 九 -F 埋 も わら うと いふ 大 き な も の で ある 。 
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\ カ er: The Tekys Stock Rx- 上 較 株 式 取引 所 。 裏 つか 買 つ た で 一 加 に 成金! な れ ば 、 成 健 と も な る 相場 の 本 兵 日 本 橋 は 免 末 の 東京 株 式 取引 
0 SRD 所 の 立 剣 四 の 光景 。 こ ょ こそ ヽ 日 本 財 具 の パロ メー ター で 、 日 本 人 の 筐 の 塊 だ 。 下 園 、 自 木屋 。 日 本橋 通り 一 丁目 の 
gez: The Shirokiya Deoart- 革 o ここ い 答 の 塊 だ 。 下 園 、 o 

4776 ア ne Shirokiya Deoar 目 > 角 に 人 争 ぁ 正木 屋 野 服 店 、 そ の 名 は 三越 ょ 共に 江戸 か ら 6 東京 へ の 名 物 、 七 百 五 十 高 園 の 徐 本 金 を 擁し て ゐる 。 


ment-Store. 


Manekin-girls、a woman's new 


profession. 


婦人 の 新 職業 マネ キン ガー ル 


IP 間 昌 4 N 

女 だ が ら ょ 云 つて 遊ん で ば か り ゐ る わけ に も 行か な い 。 そこ で 職業 妖 人 な る も の が 出来 た ーー の も 階 分 前 の 事 だ 
が 、 タ イ ピ スト 、 尋 人 記者 、 女 事務 上 員 、 資 子 、 女 車掌 、 エ レベ ペー ター が ー ル 等 近頃 で は 男 の 領 分 へ も 侵入 し て 座 
た 程 、 そ の 職業 は 犬 へ ん な も の だ 。 信 で こそ だ 程 珍 し が 6 られ も 5 しない が マ ネ キ ン か ー ル も 一寸 畿 つ か 商 賢 を し て 、 ゝ 
出来 た 営 時 は 隣 分 世間 の 眼 を ひい た も の で ある 。 土偶 人 形 に 衣裳 を 着け て 飾 つて 串 く の も 態 り 曲 が な さす ざる ょ 云 
ふ の で 生き か た 女 に 衣 辻 を 斎 せ て 人 の 眼 た ひか うと 云 ふ 考案 、 了 欧米 の 百貨 店 等 で は 可 成り 前 か ら 用 ひ て ゐ た ょ 云 ふ 。 
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き て シヤ ナリ シヤ ナリ と て ゐ あれ ば 
Manikin-girls in a dry-goods ふう で な い 相 だ 。 大 分 の ツ ッ ヅ つて ゐる 女 で な けれ ば 一 
store に は 勿論 よき 中 事 が 第 一 條 件 。 一 日 の 履 入 | 上 だ が 、 街 の 他 で 中 々 生活 
た は 業 ょ : 当 議 を) 位 。 殊 に 近頃 は マネ キシ の 素質 が 段々 と 低下 し て 、 ビ ピラ 配り も 一 
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A Yiew of Honjo and Fuka- 東京 の 復興 の 先 足 な 往 し た の は 橋梁 で あつ た 。 朋 田 川 に 架 つ た 和 生 、 永代 、 湾 洲 、 蔵 前 、 販 、 有 駒形 、 言 間 の 七 橋 
TrOm Ne West end of Eitai と 、 震 因 に 残 つた 新 大 、 博 較 、 香 答 の 三橋 > 共に 十 槍 、 朋 者 の 上 橋 は 設計 近代 美 豊か に 月 田 河 上 の 崎 に その 美 し 
bridge. い を 現し て ゐる 。 策 眞 バ 永代 橋 西 注 か ら 本 所 深川 方 面 た 望ん だ ょ ころ で ある 。 


< 所 り 三 〒 四 の 三 分 の 一 に 営み と いふ か が ら 2 の 時 と 清 ? の は 6 
large bridges over the Sumida. 基 の 開 係 か ら 鴨 弥 下 で 行っ た 外 に 例 の な い 歴 捧 所 浴 画 法 と 穏 する 方 法 な 用 し た 2 3。 


寺 
The wholesale - rm -quarters 本 に 栓 し た 地域 電車 に 乗れ げ 本 石町 を た 有 に 折れ て か ら だ 


o 小 刊 司 、 大 俺 居 町 、 
に り 屋 街 、 土 茂 造 の 店 構 へ に 紺 の の れん に 伊勢 屋 ょ 書い て あつ た で 
ーTadokoro-cto jn Nihombashi. あら 55 震 災 前 の こ ょ で 、 SSR も も 20 潤 風 建築 、 店 員 


頂 の 名 まで 「『 ょ ん や は し ) ょ あめ る 洋服 で 算 艇 を は に いて ゐる 。 息 四 は 男 所 町 の 一 景 、 


The newly-made road 一 Kobiki- 
cho directions.viewed from Rdo- 
bashi bridge. 
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木 


算 眞 は 銀座 通り の 音 に 出来 た 
『 方 面 を 望ん だ > だ ろ 。 
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北 、 復 興 大 器 線 中 の 花形 「 昭和 通り 」 で ある 。 日本橋 富 の 江戸 橋 附 近 か ら 京 柄 1 
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The newly-built bridges of 上 圏 は 駒形 橋 、 下 園 蔵 前 橋 で 、 共 に 隅田 川 に 江 け られ た 新 東京 積 の 貼 て や る 東京 の 復興 け 稽 か ら と い は ば は れ 
人 K at Kuramae た が 、 ま つた く 橋 は 最も 早く 、 見 事 に 出来 た 乾 災 の 人 惨 玲 基 し か つた 隅 印 川 の 雨 央 も いい これ で いさ いか 慰め られ る 
Komagata (4//e) and Kuramae で ちら う 。 精 の 長 さ は 肪 形 が 一 四 八 、 三 ニ メー トル 、 基 前 は 一 到 皿 、 三 メー トル で 、 一面 電 営 り の 単価 は 約 王 再 


(de ). 園 で ある 。 
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/ マ こら 1 粒 
1 0 1 The modern styIs 。 裕 重 病名 構 の うち で 、 最 も さる ゲン で どこ か ら 見 て も 美しい 人 半 沙 醒 、 この 楠 を 寺 く か ら 明 む >、 こ れ 
MEiyoshi MO KW ・ SR が 東京 か と 思 は れる くら い 外 國 趣 味 が 横 溢 し て ゐる 。 有 有 圏 ば 京橋 下 集 地 町 に 架 つ た 三吉 枚 、 三 方 か ら 渡 れる と いふ 
2 設計 が 珍 ら し く 、 大 きく は な い が 形 の 過 で 新 東 京 の 部 を 示し て ゐる 。 下 国 は 、 骨 田川 に 架 る 新 大 橋 で あろ 。 


旦 災 前 の 次 を と ゞ ざめ て ゐる 日 本 橋 の 菓 研 腹 
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Yagenbori,。 Clacical fstreet in 
Down towji. 


日本 椅 の 業 研 才 ょ 云 へ ば 下町 の 中 心地 、 昔 か ら 多 く の 老 舗 が 暫 な 沖 べ て ゐ た 所 、 勿 次 大 震 ? 


記 作 の 着 に は 火炎 の 厄 に 
着 つ た が 、 復 興し た 計 ば 矢 了 昔 の ま ヽ の 古い 商店 町 で 、 モ メン ビル ディ ング の 半 は 見 られ な い 。 竹 た めぐ らし た 木 
造 建 築 に 絡 の れん が 江戸 時 代 を の ま ょ の 借 た と さめ て ゐる 。 


浅草 橋 附 光 か ら み た 金 座 通 り 
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The modern street of KKinza, 人 金 座 通 り は 東京 の 商業 中 心 司 特 た 抽 い た 近代 的 街路 で あぁ 。 洒 浴 線 は 全部 地下 線 に 整理 され 、 美 は し い 濱 町 公園 
yiewed from Asakusabashi. が この ビジ ネス セン ター に 働く 人 等 の 乱 に 大 オン な 外し て ゐる 。 全て の 疲 に 於 て 復興 の 東京 を 代表 する 近代 的 街 
| 9 路 で ある o 息 眞 は 浅草 橋 附 近 か ら 金 座 通 り を みた 所 


Hamachs Park backed with 日 本 橋 臣 演 町 河 湯 に で きた モダ ン 公 園 、 ど こ か ら 見 て 1 外 國 の 公園 で ある 。 阿 田 川 の 流れ な 背景 と し て 自然 的 な 
the Sumida 風致 豊か に 作ら 5 れ た 都 人 の 休息 所 、- 一 方 は 大 川端 に 、 一 方 金 座 通 に 入 日 を 開い て 日 本 橋 、 京橋 の ビジ ネス 街 の 人 々 4 
Go の 來 る を 待つ て ゐる 。 中 央 の ホー ル は 秋 業 堂 に よし 濱 協 に も 好適 と いふ 近代 的 な も の 。 
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不 he finest Park of Kiyozumi 江東 方 面 の 公園 と し て は 隅田 公園 が 代表 的 な も の だ が 、 本 所 深川 方 面 の 和 働 者 街 に は 錦 締 公園 と 清澄 公園 が 謀 草 
in Fukagawa, donated by the に 埋 れ た 替 働 者 等 の 安息 所 と な つて ある 。。 清 准 公 園 は 元 岩崎 家 の 庭 韻 で 、 同 家 が 東京 市 に 等 附 き れ た も の 、 隔 田川 


Iwasaki family. に 溶 つ て 約 三 高 坪 の 肖 地 が 占め られ 、 園 肉 に は 本 所 深川 方 面 唯 - の 集合 所 に な つて ゐる 本 所 公 會 堂 が ある o 
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Honjo, the factory zone in 帝都 の 工場 地 術 で ゎぁ る 。 祥 眞 は 本 所 の 府立 第 三 中 事 校 か ら 本 所 忠一 航 、 江 東 橋 附 近 を 望ん だ 光 太 で 、 高 架線 は 本 
the Capital. 所 錦糸 町 尿 で ある 。 


帝 都 の 工 場 地 章 


The factcry zone, Kamcido 天 添 宮 ょ と 藤 の 勿 戸 3 今 


た 洋 宮 と 藤 の 銀 戸 も 全 で は 東京 名 所 と し て の 存在 源 く 、 工場 地帯 と し て の 匂 戸 の 万 が 重要 な 存在 ほな つて ゐる 。 
qUarters. 朝 戸 か ら 以 東 が 南 葛 の 和 働 の 世界 で あぁ る 。 家 眞 は 本 所 府立 第 三 中 學校 か ら 引 戸 方 面 を 望ん だ 光 曲 。 
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The Monnment of the great 役 の 恐 し か つた 大 末 堂 が て られ た 
earthquake disasteratthesite of が 、- れ を 大 きか な 記念 堂 に 政 め る 鍋 、 東 京 市 で は エエ 學 博 土合 東 皿 太 氏 に 喘 し て 立派 な 震 災 記念 堂 な 建築 する 事 に 
耳 jfakusho in Honjo. な り 、 今 盛ん に 工事 中 で ある が 近く 出来 する 事 に な つて 居 る 。 型 上 陸 下 も 今度 の 御 巡 幸 に は 親しく 此 席 に 立 寄 ら せ 


られ る や に 承る 。 
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he Wrestling Amphitheatre 江東 に 故 く 檜 太鼓 の 昔 と た う ょ うぅ ょ 、 天 下 の 力 が 痩 虎 提 の 場所 雨 國 の 回 向 院 は 、 江 戸 か ら 東京 へ ょ 市 民 の 碧 を 


at Ryogoku. ze the wrestling 沸か せ て 來 た が 回 向 院 か ら 國 技 館 の 大 建築 ょ つ て 棚 も 半 ら 日 本 式 ス ポー ツ の 大 本 山 で ] 拉 
リリ イ の ゅ か せ て で 來 た が 、 8 と 5 本 式 ス ポー ツ の 大 本山 で ある 。 和 和 撲 と 共に 利 
match on the ring. 第 人 形 で 東京 名 物 の 一 と も な つて ゐる 。 (上 圏 ! 大 撲 の 光景 、 下 園 右 け 図 投 館 の 鳥 販 、 を 園 は 層 投 令 の 前 邊 ウ 


The foctory resion of Fuka- 
gawa, viewed from Kinshibori in 
Honjo. 


本 所 錦 総 堀 よ り 深 川 方 面 を 望む 


nu 間 間 lp PE 

所 、 深 川 方 面 は 震 災 前 か ら 細 民 千 と し て 東京 市 の 頭痛 の 種 し な つて ゐ た らし い が 、 答 災後 の 復興 し た 炊 直 は ど 
うぅ 人 失 間 1 欠 ら ぬ 細 民 街 で あわ る らし い 。 この 父 眞 を 一 見 し て も 、 媒 灯 に 埋 れ た 汚れ た 人 を みせ て の る 。 息 
皿 は 本 所 錦糸 堀 あら 深川 方 面 を みた 工場 地 、 何 時 この 汚れ た 佐 が 需 は れる の だ 5 うか ・…『 


W Lo 人 mmm に い N は い 所 草 、 日 
bi も si 6 こす れん が 東京 の 裏 支 計 で ある 。 ほ 溢 草 、 
A distant view of Asakusa 上 野 か ら 江 昔 方 面 の 鳥 骸 で 、 條 に も 騰 ろ る は 鐵 壮 ゝ これ が 東京 の 裏 玄 開 で WAS 
from Uyeno Hill. 募 里 、 千 住 の 諸 方 面 。 
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The "Sea and AirP Exhib に 息 引 は 昌明 隊 役 二 十 素 年 を 記念 すべ く 、 昭和 到 年 三 月 か ら 開 合 さ れる 上 野 不 私 池 喧 の 「 海 と 界 」 の 博信 場 
Shinobazu Pond. 光 早 で ある 。 
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征 { Exhibition 1 ]ooki 【 
DE 重合 と い へ ば 必ず 上 野 を 陸 息 する 。 不 忠 池 隆 の 博 路 全日本 名 物 で あ 


は 京橋 銀座 ミ | 


人 A night-sccnc of Uyeno broad 「 銀 座 ,」 が 繁昌 と の 代 名 拓 
上 野 騰 小 忠 の 骨 員 


り 古 い 歴 昌 た も つた 筐 時 の 場所 
Street。 は ま た 素 晴 し いも の で ある 


3 過 


北都 の 「 銀 座 」 と いふ か 。 し か し 上 野山 下 、 計 
ES 遇 きれ る 人 、 浅草 か ら 語り 答 等 々 で 夜 の 上 
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新 装 の 上 野 騨 前 


The front of Uyeno Station, 東京 
the back entry of the Capital. 野 骨 前 


0 LN Mori ・ ーーー 


和 The Tsshesr Shrine in Uyeno 上 野 の 山 に 徳 叫 家 の 盛 時 を 語る 東照宮 と 一 重 匿 、 要 の 老 樹 = 諸 大 名 泰 献 の 燈籠 が ゆか し い 風 情 を 添 - へ て モダ ント 
Park, 野 に 西 白 い 至 昌 を 示し て ゐる 。 
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上 ここ で て て さて で さく 
77977・。 The Uyeno Zoological 


Gardens. /e が : The bronze stat- 右 賠 は 動物 園 、 下 は 動物 園内 の 棋 の 中 の ライ オン 。 寺 
tue of Saigo, the great, 


ば 犬 西 導 の 銅像 。 
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緒 NR の 


om front of So 間 は 東 昭 答 し 輪 玉 叶 彰義 際 の 戦 で 、 953 ト 京 名 4 物 た る 上 野 久 関 の AH 段 た 恋 れ ば 西 旗 隆盛 
de7: 。 The Matsusakaya De- 鋼 * い つも 北 ら ず 立つ - て ゐる 。 下 圏 、 松 坂 屋 。 東京 太 大 デパ ー ト の 一 た る 松坂 屋 は 上 野 廣 小 路 の 角 に 狐 然 と し 
partment-store by the Park. て 備え て ゐる 。 建物 の 大 は 三越 と 比肩 する と いふ 。 
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= 3 s 記 出 N 
The Subway in Toky6, const- で 較 が ら 間 日 に に の 生生 は が られ た 1 人 上 時 た 胡 
8 to て 貞 世 椅 に 下る 二 唱 程 の 交通 機 開 、 この間 の 乗車 賃 十 銭 也 。 切符 切り の 手 た 要 せ ず 、 企 十 銭 也 な を 改 札 日 の 謀 に 投 ! 
0 Asakusa, Uyeno to 込め ば 、 自 然 に ギー と プラ ッ ト ホ ー ム に 入れ て 甘 れ る 。 東京 は 地 毅 が 憶 い か ら 今 後 き う た いし た 大 和 展 を 仕様 も 
Mansei bridge. 思 は れ な い が 、 科學 的 、 江 川 的 の 玩具 ょ し て お 上 りさ ん 等 に と つて は 興味 ある 珍し い 存 在 だ 。 


ド F 時代 に 相 應 し い 安 値 な パス 


meHN 12IMMINVIN 半 HI TINGacwosdloSfe 和 人 [| 


4 garage of the rattle) Fi ぅ 全 時 電車 な ど へ 乗る も の は 百姓 だ ..」 と 東京 の 人 は 芸人 ふ o「 な る 程 こ の ハイ スピ ー ド な 世の中 
っ な ん だ の ょ と. 面倒 婦 事 を し て あ た 日 に は 生存 唐 に れ て し ま ふ 。 今 は タク シー と バス 陣 太 郎 の 時 代 だ 。 何 庶 

{ ピュー si 吉 き に 『 PR っ > ウツ ょ US が 吉 を 4ーLTT ク ゲ つ = 。 
motorbus at Tnaricho. へ 行く に も バス だ 。 速力 は 電車 より 優る 事 琉 倍 、 和 値段 も 吾 棲 お 安い 、 一 必 七 銭 (電気 局 経 井 は 電車 切符 で も 乗れ 
る )、 そ の 上 妨 の 車掌 さん が 「 オ ー ラ イ 、 スト ツ プ 願 ひ ます 」 で 精々 愛 婚 を ふり まく 。 (園生 荷 町 の バス の 車庫 )。 


% へ だ 


移 形 通り ょ よ り 浅草 雷門 へ 


Komagata Strect to Kaminari- " 君 は いま 駒形 あたり ほ と ヽ ざす 」 と 江戸 情 調 の 濃 か な 、 蔵前 か ら 有 駒形 の わあ たり 。 こし も ュ ン クリ ー ト で 回 まつ っ 
間 て 、 モメ ダッ 無 分 が 横 溢 し て 浅草 雷門 へ と 通じ て ゐる 。 


に se で で 


Komagata Street。 viewed from 駒形 橋 附 近 か ら 撮影 せる 駒形 通り 。 
Komagata bridge. 


浅 草 者 昔 党 


The Kannon Temple of Asa- ー 入 分 の 金 の 鈴 世 得 像 が 十 八 間 四 面 の 御堂 に 在 ます 浅草 の 首 音 堂 、 御堂 は 元 交 到 年 の 築造 で 、 開 東大 震 災 に は 
kusa, viewed from the shop- 2 1) 


quarters. 功 信 あら た か に 人 災 陰 を 欧 れ て 人 々 に 感 浜 を も よ ほ さ せ た 。 息 貰 は 仲見世 か ら 見 た 親 音 堂 。 


AA crowded mass in the cinema 


SD 濾 草 の 映 奄 信 も 近代 的 下 穫 美々 し く 謎 成 し て 新 東京 の 燃 羅 境 た る 面目 引手 し て 來 た 。 


Te ealing-shop-quarters of 析 理 の 筆 利 益 と 、 劇 と 剣 過 と 映 章 上 、 そ れ か ら 芳 業 に な く て な ら 6 日 腹 の 美 、 こ ヽ ら 5 あ も たり は 浅草 の 食傷 新 道 、 
Asiukusa, 安く て うま いも の 揃 ひ で ある 。 


A thick crowd in the lotus- 東京 の 葵 人 業 の 惹 浅草 第 大 還 、 四 大 時 中 の 人 の 波 、 劇 に B 
land of Asakusa. 集 つ て ゐる 。 
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人 reVlW MMN 0! he 8h6 レヴ ュー ェ と 到 ふ 言葉 が いつ と も な し に 云 ば れる 様 に な つた . 映 書 の 意 間 和 釜 に 彩り の ある 色 
NM れ て 、 花 も 恥 ど らぶ 結 柚 な 娘 き ん 達 が 手 を た か ょ げ 足 を あげ て 、 布 も 年 
chlkun WW ょ 云 ふ 新 時 代 の 婦 ン ス 、 今 で は 東京 一 の 名 物 に な つた 。 筑 眞 は 肖 草 松竹 座 の レダ ュー。 


iD 
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9 3 則 、 近代 人 に ょ つて は も うぅ 信 で は 只 章 な る 慎二 的 存在 で し か な い 。 何々 削 、 某 々 貞 圏 等 種々 の 新興 
Kaboki, tbe Japanese classic 重層 に 押さ も て 、 下 て ! 迫 人 間 波 に を 唱 へ られ て ゐる か 匠 吉信 か ら の 了 促 だ 、 き 3 う 容 すく 裂 れ て し ま 
play, at the KKabukiza Theatre. 間 に 押さ れ て 、 早く 友人 た 中 54 
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お 茶 の 


戸 時 代 か ら 湯島 は 孔子 聖堂 で 
5 れ た が 、 形 は 順 る モダ ゲン が 橋 で ま 
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新 東 京 の 青 物 集 散 地 


MCP mW 


町 の 青物 市 場 は 江戸 見 の 本 場 と まで 顧 は れ た が 、 時 代 は 進ん で 箱田 秋葉 原 尋 の 高架 線 下 に 移 還 を 人 能 儀 な 


The Vegsetable Market by Aki- 年 団 多 
bahara Station of the EElevated くし か た 。 鐵 筋 コ ンク リー ト の 建物 も いか めし く 、 且 つ は モダ ン に 新 東 京 の 青果 集散 地 と し て 活動 振り だ け は 江戸 前 
railway. に 勇ましい 。 


Kanda directions, looked down 九 取 坂 か ら 午 田 午 保 町 通 た 望ん だ 光景 で 、 こ の 通り の 雨 側が 有名 な 書店 街 で も る 。 左 方 の 裏側 に は 諸 種 の 學校 が 
from the hill-top of Kudan. あり 、 駿 河 遂 の ニュ ライ は 高く 天空 に 希 え て ゐる 。 
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The Kudan slope repaired in 九段 は 愛 容 山 等 と 共に 江戸 時 代 か ら 市 中 の 見 晴 し 豪 と 0 北 齋 、 廣 重 等 の 風景 罰 家 に も "東都 名 所 」 の 


K ー つ ょ し て 書 ぁ れ た 地 で ある 。 そ れ も 今 で は 緩 勾 配 の 舗 造 も 5 コンクリート に 近代 化 さ きれ た が 、 は る か 駿河 豪 ニ ュ ラ 
Pavement and a wiew of Kanda. ] 堂 の 方 を 陸 め た 風 臣 は 近代 莉 市 の 暁 を 代表 し た も の で 


ャ mW Wnn ーー 人 > m ー ー 0 mf ERP 


: 自 坂 と た と い へ ば 、 靖 國 守 往 で 有名 な る は 勿論 で *、 興 前 その 坂 が 人 生 で 長い いこ ー ラコ 久 て ) 容 
The newly repaired Siope or 3 ゃ と は 299E で て 有 省 な る は 勿 立 で あろ る が 、 復興 前 は その 坂 が 急 で 長い こ ょ に 於 て も 有名 で あつ た 。 
t torii of the よこ ろか 復興 局長 官 に 現 東京 市 長 の 堺 切 善 炊 虹 が 就任 する ょ 、 一 大 英 記 を以て 坂 を 側 つ て こ ヽ 
eee し に 宙 WT 密 が 御 臣 の 通り で ある 。 管 眞 は 坂下 か ら 大 鳥居 な 池 ん だ 光景 。 4 


穫 較 の 芝 皿 を 礼 る 靖 國 紳 証 


1 
岬 用 昌 間 
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The Pantheon at Kudan. 79/: 九段 の 靖 國 年 、 と いふ だ け で 設 明 は 要ら 6 ほど 有名 で あお る o 定格 は 別格 宣 舟 往 、 場 所 は 狗 町 司 党 士 見 町 、 成 区 
中 he statue ot the late Omurau の 役 以後 敷 多 の 戦役 に 園 の 毛 と な つた 英 墨 た 合 礼 する と ころ た る は 記す まで も な い 。 有 有 画 は 靖 図 定 福 前 の 魔 骨 に 
the founder of our Arm?. 立つ て ゐる 斑 國 陸軍 の 開設 者 大 村 傘 郎 の 綱 像 。 
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